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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
オヒシバは温帯から熱帯に至る広範な地域に分布するイネ科植物で,特に亜熱帯や熱帯では普通畑や野
菜畑の作物に対して大きな被害を及ぼしている｡ 本論文はオヒシバの分布をわが国を含む東アジア,東大
アジアを中心に調査し,地理的分布の実態を明らかにするとともに,それらの地域で採集したオヒシバを
用いて栽培実験を行い,立地環境と生態型分化との関係並びに生活史特性の地理的変異を解明しようとし
て行った研究の成果をまとめたものである｡評価できる主な点は次の通りである｡
1.オヒシバはわが国では北海道を除く各地に分布し,特に西南暖地では畑地における強害雑草である
が,本州中部地域を境にして北日本では畑地-の侵入が認められず,農道,空地など非農耕地の人里植物
であることを認め,わが国における耕地雑草としての位置づけを明確にした｡
2.東アジア,東南アジアにおけるオヒシバの分布を調査し,高緯度地域の温帯では一年生夏雑草であ
るのに対して,低緯度地域の熱帯では年間を通して生育していることを認め,この両生活型が北緯31度付
近を境界として明瞭に分化していることを兄い出した｡また熱帯では垂直分布においても生活型の違いか
がみられ,標高700-800m以上に分布するオヒシバには一年生雑草がみられたが,それ以下の中間地や
低地に分布するオヒシバは多年生雑草であることを明らかにした｡また生態型の分化は最寒月の平均気温
が10℃付近を境にして発現していることを認めるとともに,この生態型の違いやその形態的特徴の差異
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は日本とインドネシアにおける比較栽培実験によっても確認した｡
3.熱帯高地産オヒシバが短日性の出穂反応を示すこと,また熱帯の中間地産や低地産のオヒシバの出
穂に対する日長反応が温帯産オヒシバと同じように中日性であることを初めて明らかにするとともに,温
帯産オヒシバの出穂が高温によって促進されることを認めた｡さらにこのような生態型の繁殖特性を検証
し,オヒシバの生活史特性が生育地の気候の違いに対応して異なっていることを具体的に指摘した｡
4.オヒシバ種子の発芽は変温と光条件の組合わせによって促進されることを明らかにするとともに,
温帯産オヒシバには深い休眠があるが,熱帯産オヒシバの休眠は極めて浅いことを認めるなど,オヒシバ
の繁殖生態上における重要な生活史特性が北緯28度付近を境にして不連続に分化していることを指摘した
初めての知見として注目される｡
以上のように,本論文は温帯および熱帯アジアにおけるオヒシバの地理的分布の調査および栽培実験の
結果から緯度や標高によって生態型が分化していることを兄い出し,オヒシバの地理的変異を明らかにす
るとともに,生活史特性の分化を実証的に解明し,多くの新知見を提示したものであり,雑草学並びに雑
草防除の実際面に寄与するところが大きい｡
よって,本論文は博士 (農学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,平成9年 2月17日,論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果,博士 (農学)の学位
を授与される学力が十分あるものと認めた｡
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